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令
和
６
年
第
２
回
昭
島
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
14
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
の
19
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か

れ
ま
し
た
。
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
24
件
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
１
件
が
可
決
及
び
同
意
さ
れ
、

一
般
質
問
は
４
日
間
に
わ
た
り
18
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

提

出

案

件

と

結

果

〇
可
　
決

▽
令
和
６
年
度
昭
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
令
和
６
年
度
昭
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
令
和
６
年
度
昭
島
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
令
和
６
年
度
昭
島
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
住
居
表
示
の
実
施
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

▽
昭
島
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
昭
島
市
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽ 

昭
島
市
水
道
事
業
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
の

資
格
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽ 

市
民
総
合
交
流
拠
点
施
設
建
設
工
事
（
建
築
工
事
）
請
負
変
更

契
約

▽ 

市
民
総
合
交
流
拠
点
施
設
建
設
工
事
（
機
械
設
備
工
事
）
請
負

変
更
契
約

▽ 

市
民
総
合
交
流
拠
点
施
設
建
設
工
事
（
電
気
設
備
工
事
）
請
負

変
更
契
約

▽ 

昭
島
市
立
昭
和
中
学
校
除
湿
温
度
保
持
機
能
復
旧
工
事
請
負
変

更
契
約

▽
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
取
得
に
つ
い
て

▽ 

（
議
員
提
出
議
案
）
ガ
ザ
攻
撃
中
止
と
即
時
停
戦
に
向
け
た
外

交
努
力
を
求
め
る
意
見
書

〇
承
　
認

▽ 

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

（
昭
島
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

 

（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
の
所
有
す
る
軽
自
動
車

等
に
対
す
る
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
賦
課
徴
収
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

〇
同
　
意

▽ 

昭
島
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽ 

昭
島
市
総
合
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
２
件
）

〇
受
　
理

▽ 

議
会
の
指
定
議
決
に
基
づ
き
専
決
処
分
し
た
和
解
及
び
損
害
賠

償
額
の
決
定
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て

▽ 

令
和
５
年
度
昭
島
市
一
般
会
計
継
続
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に

つ
い
て

▲涼やかに過ごしましょう（左上：くじら祭夢花火　右上：北文化公園　左下：中神駅給水スポット　右下：水遊び）

予算の補正状況

ガ
ザ
攻
撃
中
止
と
即
時
停
戦
に
向
け
た

外
交
努
力
を
求
め
る
意
見
書

物
価
高
騰
対
策
を
伴
う
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
25
議
案
を
可
決 （
一
般
会
計
予
算
総
額
521
億
円
）

第２回定例会第２回定例会

一般会計（第１・２号）
 当初予算 506億 7300万円
 今回補正額（第１号） 11億 2590万円
 今回補正額（第２号）  3億 280万円
 予算総額 521億 170万円

水道事業会計（第１号）
　【収益的収入】
 当初予算 20億 3821万 8千円
 今回補正額  110万 円
 予算総額 20億 3931万 8千円
　【収益的支出】
 当初予算 18億 7269万 7千円
 今回補正額  110万 円
 予算総額 18億 7379万 7千円

下水道事業会計（第１号）
　【収益的収入】
 当初予算 25億 1087万 6千円
 今回補正額  53万 9千円
 予算総額 25億 1141万 5千円
　【収益的支出】
 当初予算 23億 7243万 8千円
 今回補正額  53万 9千円
 予算総額 23億 7297万 7千円

会

議

の

開

催

状

況

定
例
会
前

　
５
月
31
日　

総
務
委
員
協
議
会

　
６
月
３
日　

厚
生
文
教
委
員
協
議
会

　
　
　
４
日　

建
設
環
境
委
員
協
議
会

　
　
　
５
日　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
７
日　

議
会
運
営
委
員
会

第
２
回
定
例
会

　
６
月
14
日　

本
会
議

　
　
　

17
日　

本
会
議
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

18
日　

本
会
議

　
　
　

19
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
本
会
議

　
　
　

24
日　

総
務
委
員
会
・
総
務
委
員
協
議
会

　
　
　

25
日　

厚
生
文
教
委
員
会
・
厚
生
文
教
委
員
協
議
会

　
　
　

26
日　

建
設
環
境
委
員
会
・
建
設
環
境
委
員
協
議
会

　
７
月
２
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
本
会
議
・
全
員
協
議
会

定
例
会
後

　
７
月
12
日　

議
会
運
営
委
員
会　

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
　　昭島市議会議員一同昭島市議会議員一同

2
面
下
段
へ
続
く



　
　
　
討
　
　
　
論

一 般 質 問
（ 要 旨 ）

アロハ～！ 親子でハッピーフラ！
（ぱれっと）
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▽ 

令
和
５
年
度
昭
島
市
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て

▽ 

令
和
５
年
度
昭
島
市
中
神
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
事
故

繰
越
し
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

▽ 

令
和
５
年
度
昭
島
市
水
道
事
業
会
計
継
続
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て　

▽ 

令
和
５
年
度
昭
島
市
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て

※ 

令
和
６
年
度
予
算
の
補
正
状
況
は
１
面
に
、
請
負
契
約
は
７
面

に
、
人
事
は
８
面
に
詳
細
を
掲
載
。

※
陳
情
の
審
議
結
果
は
３
面
に
掲
載
。

し
て
い
く
。

質
問　

深
層
地
下
水
は
市
の
貴

重
な
自
然
資
本
の
一
つ
で
あ
る
。

開
発
や
人
口
増
が
見
込
ま
れ
る

中
、
水
循
環
の
確
実
な
保
全
の

た
め
総
合
条
例
を
制
定
す
べ
き
。

答
弁　

環
境
基
本
計
画
に
水
循

環
等
の
施
策
の
方
向
性
や
目
標

を
定
め
て
い
る
。
ま
ず
は
計
画

に
沿
っ
た
施
策
の
推
進
が
重
要

と
考
え
て
お
り
、
現
時
点
で
制

定
す
る
考
え
は
な
い
。

質
問　

Ｇ
Ｌ
Ｐ
昭
島
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
①
環
境
影
響

評
価
書
案
で
は
、
市
が
目
標
と

し
て
い
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
と
比
較
し
、
桁
違
い
の
排

反
対

反
対

本
会
議
で
の
採
決
に
先
立
ち
、討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

奥
村
　
博
　
議
員

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

国
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に

は
自
治
体
に
対
し
て
指
示
権
の

発
動
が
可
能
と
な
る
が
、
基
準

は
曖
昧
で
あ
る
た
め
、
国
の
不

当
な
介
入
を
招
き
、
将
来
拡
大

解
釈
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
大
地
震
等
の
災
害
時

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

青
山
　
秀
雄
　
議
員

地
方
自
治
法
を
根
底
か
ら
否

定
す
る
改
正
案
が
、
陳
情
者
を

含
む
多
く
の
国
民
の
懸
念
や
反

対
を
押
し
切
り
可
決
さ
れ
た
。

強
行
採
決
の
暴
挙
を
厳
し
く
批

判
す
る
。
本
改
正
は
地
方
自
治

の
本
旨
を
覆
す
内
容
で
到
底
納

得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

に
は
現
場
の
自
治
体
の
判
断
こ

そ
が
重
要
で
あ
り
、
実
情
を
知

ら
な
い
国
が
適
切
な
判
断
を
行

え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

地
方
分
権
を
否
定
し
、
憲
法

が
保
障
す
る
地
方
自
治
を
破
壊

す
る
も
の
で
あ
り
、
国
の
横
暴

か
ら
地
方
自
治
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
本
陳

情
を
不
採
択
と
す
る
委
員
長
報

告
に
反
対
す
る
。

さ
ら
に
、
指
示
権
の
範
囲
が

あ
ま
り
に
も
不
明
瞭
で
、
歯
止

め
な
く
拡
大
す
る
危
険
性
が
あ

り
、
武
力
攻
撃
事
態
な
ど
の
有

事
に
、
自
治
体
を
国
の
指
示
に

従
わ
せ
る
と
い
う
懸
念
も
あ
る
。

現
場
実
態
を
熟
知
し
て
い
る

の
は
地
方
自
治
体
で
あ
り
、
国

と
対
等
な
関
係
で
協
議
す
る
こ

と
が
地
方
自
治
の
基
本
で
あ
る

と
考
え
、
本
陳
情
を
不
採
択
と

す
る
委
員
長
報
告
に
反
対
す
る
。

地
方
自
治
法
改
正
案
の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

を
不
採
択
と
す
る
委
員
長
報
告
に
つ
い
て

い
て
、
引
き
続
き
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
Ｘ
を
通
じ
た
正
確
な
情

報
発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、

緊
急
対
応
が
必
要
な
場
合
は
警

察
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

捕
獲
を
前
提
と
し
た
対
応
を
図

っ
て
い
く
。質

問　

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
構
築
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を

持
つ
自
治
会
は
、
加

入
者
数
が
減
少
傾
向

に
あ
る
。
自
治
会
の

活
性
化
の
た
め
、
電
子
回
覧
板

の
導
入
を
検
討
す
べ
き
。

答
弁　

令
和
４
年
度
よ
り
紙
面

に
よ
る
回
覧
と
並
行
し
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報

提
供
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

電
子
回
覧
板
に
つ
い
て
も
、
他

自
治
体
に
お
け
る
状
況
を
参
考

に
、
利
用
方
法
及
び
活
用
の
効

果
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

地
域
生
活
拠
点
整
備
に

つ
い
て
、
①
市
内
に
３
か
所
あ

る
相
談
支
援
事
業
所
の
中
心
的

役
割
を
果
た
す
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
努
力
義
務

と
な
り
、
第
７
期
障
害
福
祉
計

画
で
は
、
具
体
的
に
検
討
を
行

う
と
記
載
さ
れ
て
い

る
が
、
検
討
状
況
は
。

②
障
害
者
地
域
生
活

支
援
拠
点
整
備
事
業

は
公
募
に
参
加
し
た

全
て
の
事
業
者
が
辞

退
と
な
っ
た
。
公
募
要
領
の
見

直
し
の
具
体
策
の
内
容
は
。

答
弁　

①
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
の
必
要
性
は
十
分
理

解
し
て
お
り
、
地
域
支
援
協
議

会
等
と
意
見
交
換
を
行
い
、
連

携
し
て
検
討
し
て
い
く
。
②
報

酬
改
定
に
伴
う
重
度
化
へ
の
対

応
や
公
募
期
間
の
延
長
等
に
つ

い
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。

質
問　

米
軍
横
田
基
地
に
関
す

る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
①
一
部

市
域
が
土
地
利
用
規
制
法
に
基

づ
く
特
別
注
視
区
域
に
指
定
さ

れ
た
が
、
住
民
へ
の
説
明
が
不

十
分
で
あ
る
。
都
と
周
辺
市
町

連
絡
協
議
会
と
し
て
、
説
明
会

の
実
施
を
国
に
求
め
る
べ
き
。

②
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
漏
出
事
故
に
つ
い

て
、
基
地
内
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
に
は
推
定
９
千
500
リ
ッ
ト
ル

の
汚
染
水
が
残
っ
て
い
る
。
立

ち
入
り
調
査
を
行
う
よ
う
、
国

及
び
米
軍
に
求
め
る
べ
き
。

答
弁　

①
区
域
指
定
に
先
立
ち
、

国
の
責
任
に
お
い
て
地
域
住
民

等
へ
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
を

求
め
て
お
り
、
引
き
続
き
機
会

を
捉
え
て
要
望
し
て
い
く
。
②

都
と
周
辺
市
町
連
絡
協
議
会
と

し
て
再
三
に
わ
た
り
詳
細
な
情

報
を
求
め
て
お
り
、
引
き
続
き

連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

質
問　

保
健
相
談
所

の
設
置
に
つ
い
て
、

都
が
保
健
所
機
能
を

見
直
し
た
が
、
体
制

も
見
直
す
べ
き
。

答
弁　

今
年
４
月
よ

り
市
町
村
連
携
課
が
設
置
さ
れ
、

Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
連
絡
体
制
の
強

化
等
が
図
ら
れ
た
。
出
先
機
関

の
設
置
は
既
に
要
望
し
て
い
る
。

質
問　

学
校
現
場
で
は
ク
レ
ー

ム
対
応
に
疲
弊
し
て
い
る
現
状

が
あ
る
。
①
保
護
者
か
ら
受
け

た
ク
レ
ー
ム
に
対
し
、
管
理
職

が
し
っ
か
り
と
教
員
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い

る
の
か
。
②
保
護
者
対
応
の
品

質
向
上
を
目
的
と
し
、
必
要
に

応
じ
た
通
話
録
音
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
べ
き
。
考
え
は
。
③
教

員
が
教
育
活
動
に
専

念
で
き
る
よ
う
導
入

し
た
、
ス
ク
ー
ル
ロ

イ
ヤ
ー
事
業
に
つ
い

て
、
周
知
の
状
況
は
。

答
弁　

①
研
修
会
や

学
校
訪
問
の
実
施
、
学
校
運
営

協
議
会
等
の
推
進
な
ど
を
通
し

て
、
管
理
職
の
学
校
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
。
今
後
も
組
織
的
な
対
応
が

図
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
向
上
に
努
め
て
い
く
。
②
学

空
き
施
設
の
活
用
も
含
め
多
角

的
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら
継
続

し
て
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

た
ま
が
わ
教
室
と
も
く

せ
い
教
室
は
、児
童
・

生
徒
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
不

登
校
の
児
童
・
生
徒

の
指
導
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
る
。
職
員
を
増
員
す

る
考
え
は
。

答
弁　

不
登
校
の
児
童
・
生
徒

が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
で
、
支

援
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
、
効

果
的
な
対
応
が
可
能
と
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

市
民
協
働
で
す
す
め
る

環
境
施
策
と
し
て
、
①
脱
炭
素

社
会
や
循
環
経
済
の
実
現
に
向

け
、
廃
食
用
油
の
利
活
用
が
有

効
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。
②
更
な
る
市

民
参
画
促
進
の
た
め
、

気
候
市
民
会
議
に
取

り
組
む
考
え
は
。

答
弁　

①
ご
み
の
減

量
化
や
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
回
収

や
活
用
の
方
法
を
含
め
て
検
討

し
て
い
く
。
②
現
時
点
で
取
り

組
む
考
え
は
な
い
が
、
更
な
る

地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
か
検
討

出
量
と
な
っ
て
い
る
。
対
策
は
。

②
宅
地
開
発
事
業
等
計
画
の
標

識
で
工
事
着
工
は
２
０
２
５
年

２
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
予
定

ど
お
り
の
着
工
は
可
能
な
の
か
。

③
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
制
定
を
検
討
す
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
、
検
討
状
況
は
。

答
弁　

①
今
年
３
月
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
100
％
由
来
の
電

気
を
積
極
的
に
調
達

す
る
よ
う
意
見
を
提

出
し
た
。
今
後
、
専

門
家
に
よ
る
審
議
の

内
容
を
注
視
し
つ
つ
、

引
き
続
き
事
業
者
へ

削
減
を
求
め
て
い
く
。
②
今
後

の
見
通
し
は
市
で
は
答
え
か
ね

る
。
③
他
市
に
は
な
い
都
市
開

発
対
策
審
議
会
と
い
う
諮
問
機

関
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と

し
て
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

校
現
場
の
声
や
各
市
の
導
入
状

況
等
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、

効
果
的
な
録
音
シ
ス
テ
ム
の
導

入
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。
③
管
理
職
を
対
象
と
し

た
研
修
会
や
生
活
指
導
主
任
会

に
担
当
弁
護
士
を
招
へ
い
し
、

直
接
説
明
を
受
け
る
場
を
設
け

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施
し
、

周
知
し
て
い
る
。

質
問　

市
の
人
口
増
加
に
伴
い
、

待
機
児
童
が
増
加
し
て
い
る
。

空
き
施
設
を
活
用
し
て
臨
時
的

な
保
育
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、

対
応
す
る
考
え
は
。

答
弁　

今
後
も
増
加
が
見
込
ま

れ
る
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
、

質
問　

教
員
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
担
任
の
業
務
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア

シ
ス
タ
ン
ト
と
、
複
雑
化
す
る

学
校
現
場
の
課
題
に
対
し
て
法

的
な
専
門
知
識
を
生
か
し
て
助

言
等
を
行
う
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ

ー
が
今
年
度
よ
り
配

置
さ
れ
た
が
、
現
状

と
評
価
は
。

答
弁　

エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ア
シ
ス
タ

ン
ト
は
小
学
校
10
校

に
配
置
し
、
担
任
の
サ
ポ
ー
ト

等
を
行
っ
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル

ロ
イ
ヤ
ー
は
現
時
点
で
３
校
か

ら
相
談
依
頼
が
あ
り
、
有
効
活

用
で
き
た
と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。
引
き
続
き
事
業
の
周
知

に
努
め
、
更
な
る
教
員
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
推
進
し

て
い
く
。

質
問　

土
地
利
用
の
変
化
等
に

よ
り
活
動
範
囲
が
拡
大
し
て
い

る
野
生
生
物
に
つ
い
て
、
①
カ

ラ
ス
被
害
へ
の
対
応
は
。
②
猿

に
遭
遇
し
た
時
の
初
期
対
応
や

通
報
先
に
つ
い
て
、
広
く
継
続

的
な
周
知
を
図
っ
て
い
く
べ
き
。

答
弁　

①
情
報
の
共
有
化
と
発

信
に
つ
い
て
、
市
広
報
等
を
通

じ
、
積
極
的
な
周
知
・
啓
発
に

努
め
る
。
②
猿
を
刺
激
し
な
い
、

餌
を
与
え
な
い
等
の
対
応
に
つ

1
面
下
段
よ
り

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

林 

ま
い
子  

議
員

市
民
協
働
で
す
す
め
る
環
境
施
策

Ｇ
Ｌ
Ｐ
昭
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

無

会

派 

永
井 

み
つ
る 

議
員

学
校
現
場
へ
の

ク
レ
ー
ム
対
応
に
つ
い
て

公
明
党
昭
島
市
議
団 

渡
辺 

純
也  

議
員

教
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団 

奥
村 　

博  

議
員

地
域
生
活
拠
点
整
備
と

課
題
に
つ
い
て
問
う
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質
問　

子
ど
も
の
安
心
安
全
に

つ
い
て
、
①
国
に
お
い
て
、
５

歳
児
健
診
の
費
用
助
成
が
開
始

さ
れ
た
が
、
市
と
し
て
実
施
す

る
考
え
は
。
②
性
暴
力
か
ら
子

ど
も
を
守
る
方
策
と
し
て
有
効

と
考
え
ら
れ
る
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ

に
つ
い
て
、
国
会
で

審
議
中
だ
が
、
市
の

考
え
は
。
③
登
下
校

中
に
お
け
る
子
ど
も

の
犯
罪
被
害
を
減
ら

す
た
め
に
は
、
地
域

全
体
で
の
見
守
り
活
動
が
欠
か

せ
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

る
通
学
路
安
全
連
絡
員
の
活
動

状
況
は
。

答
弁　

①
希
望
者
に
対
し
、
５

歳
児
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
、
国
の
動
向
を
注
視

し
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

効
果
的
か
調
査
・
研
究
し
て
い

く
。
②
国
の
動
向
に
注
視
し
、

関
係
機
関
等
と
の
情
報
共
有
を

行
う
と
と
も
に
、
学
校
や
保
育

所
な
ど
に
安
心
し
て
子
ど
も
を

預
け
ら
れ
る
よ
う
、
適
切
な
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。
③
943
名

の
登
録
が
あ
る
。
今
後
、
可
能

な
範
囲
で
効
果
的
な
配
置
へ
の

協
力
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

環
境
問
題
に
つ
い
て
、

①
近
隣
か
ら
発
生
し
て
い
る
ね

ず
み
の
被
害
に
対
し
て
は
、
原

則
と
し
て
発
生
源
の
原
因
者
が

駆
除
す
べ
き
だ
が
、
改
善
に
至

っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
今

後
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
解

決
し
て
い
く
の
か
。
②
廃
食
用

油
に
つ
い
て
、
環
境
緑
花
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
試
行
的

な
回
収
が
行
わ
れ
た
。
徐
々
に

利
活
用
が
始
ま
る
と
考
え
る
が
、

回
収
方
法
な
ど
の
検
討
状
況
は
。

答
弁　

①
実
態
把
握
に
努
め
て

お
り
、
引
き
続
き
施
設
所
有
者

に
対
し
、
駆
除
・
防
除
の
実
施

な
ど
に
つ
い
て
粘
り

強
く
働
き
か
け
て
い

く
。
②
公
共
施
設
で

の
拠
点
回
収
を
基
本

と
し
つ
つ
、
実
施
に

向
け
、
よ
り
有
効
な

回
収
方
法
や
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

へ
の
引
き
渡
し
、
バ
イ
オ
燃
料

へ
の
活
用
方
法
な
ど
の
課
題
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

Ｄ
Ｖ
・
ス
ト
ー
カ
ー
等

で
避
難
す
る
方
は
全
国
で
増
加

傾
向
に
あ
る
。
支
援
措
置
・
仮

支
援
措
置
の
対
象
人
数
の
推
移

と
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

答
弁　

各
年
の
12
月
１
日
時
点

に
お
い
て
、
令
和
３
年
318
名
、

４
年
326
名
、
５
年
316
名
と
推
移

し
て
お
り
、
担
当
職
員
を
４
名

配
置
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
る
中
で
対
応
し
て

い
る
。

質
問　

健
康
診
断
未

受
診
の
児
童
・
生
徒

や
不
登
校
児
童
・
生

徒
が
受
診
で
き
る
よ

う
な
取
り
組
み
は
。
ま
た
、
学

校
医
以
外
で
の
受
診
や
通
知
書

類
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
、
柔

軟
な
対
応
を
。

答
弁　

学
校
医
の
勤
務
先
医
療

機
関
で
の
受
診
や
他
学
年
の
日

程
で
の
受
診
な
ど
、
可
能
な
範

囲
で
児
童
・
生
徒
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
し
て
い
る
。
今
後
、

オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
も
含
め
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
効
果
的

と
な
る
の
か
、
し
っ
か
り
と
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

学
校
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
配
慮
し
た
健
康
診
断
に
つ

い
て
国
が
通
知
を
出
し
た
が
、

各
学
校
の
取
り
組
み
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

統
一
的
な
取
り
扱
い
と

す
る
よ
う
、
学
校
医
や
学
校
と

連
携
を
図
る
中
で
周
知
に
努
め

て
い
る
。
各
学
校
で
も
児
童
・

生
徒
に
し
っ
か
り
と
配
慮
を
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

質
問　

暑
さ
対
策
と
し
て
、
今

後
整
備
予
定
の
南
文
化
公
園
に

水
を
使
っ
て
涼
め
る
設
備
を
整

備
す
る
予
定
は
。

答
弁　

防
災
機
能
を

有
し
た
あ
ず
ま
屋
の

設
置
や
霧
状
の
水
が

噴
霧
で
き
る
よ
う
な

設
備
を
整
備
す
る
予

定
で
あ
る
。

質
問　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

は
今
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
。

積
極
的
な
周
知
、
徹
底
を
。

答
弁　

様
々
な
媒
体
を
活
用
し

な
が
ら
周
知
に
努
め
て
い
く
。

も
教
育
委
員
会
や
学
校
と
協
議

を
重
ね
て
い
く
。

質
問　

各
自
治
会
が
行
う
防
災

訓
練
に
つ
い
て
、
①
市
で
は
ど

の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る

の
か
。
②
訓
練
に
活
用
で
き
る

よ
う
、
多
様
な
訓
練
内
容
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

掲
載
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
考
え
は
。

答
弁　

①
各
自
治
会

か
ら
訓
練
の
要
請
を

受
け
た
際
に
、
消
防

署
員
に
よ
る
初
期
消
火
等
の
指

導
の
ほ
か
、
市
職
員
に
よ
る
防

災
講
話
や
防
災
資
器
材
の
取
り

扱
い
説
明
等
を
行
っ
て
い
る
。

②
訓
練
の
事
前
準
備
に
も
有
効

と
認
識
し
て
お
り
、
消
防
署
と

協
議
を
進
め
、
検
討
す
る
。
引

き
続
き
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
効
果
的

な
防
災
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

質
問　

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、

①
よ
り
深
刻
な
健
康
被
害
が
発

生
し
得
る
場
合
に
備
え
、
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
一
段
上
の

熱
中
症
特
別
警
戒
ア

ラ
ー
ト
が
創
設
さ
れ

た
が
、
発
令
さ
れ
た

場
合
の
対
応
は
。
②

市
内
に
給
水
ス
ポ
ッ

ト
が
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
水
が
あ
ま
り
冷
た
く
な

い
と
の
声
が
あ
る
。
機
器
の
更

新
の
際
に
は
、
冷
水
機
能
付
き

に
し
た
方
が
良
い
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

答
弁　

①
部
門
横
断
的
な
緊
急

体
制
を
整
え
、
学
校
な
ど
各
関

係
機
関
へ
速
や
か
に
情
報
提
供

を
行
う
と
と
も
に
、
防
災
行
政

無
線
等
を
活
用
し
市
内
全
域
に

徹
底
し
た
注
意
喚
起
を
図
っ
て

い
く
。
②
更
新
時
に
は
冷
水
機

能
を
含
め
、
そ
の
時
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
て
設
備
の
設
置

を
検
討
す
る
。
な
お
、
今
年
度

本
庁
舎
敷
地
内
に
新
設
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
冷
水
機
能
の

追
加
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問　

水
害
を
軽
減
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
①
道
路
冠
水

を
防
ぐ
た
め
、
車
道
に
も
雨
水

が
浸
透
す
る
透
水
性
舗
装
を
施

工
し
て
は
。
②
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

の
冠
水
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
整

備
予
定
の
都
市
計
画
道
路
昭

３
・
２
・
11
号
に
、
バ
ル
ー
ン

式
遮
断
機
や
警
報
装
置
等
の
設

置
を
都
へ
要
望
し
て
は
。
③
浸

水
想
定
区
域
内
の
学
校
で
防
災

訓
練
を
行
う
際
、
地
震
災
害
に

対
す
る
訓
練
に
加
え
、
水
害
に

特
化
し
た
訓
練
を
行
っ
て
は
。

答
弁　

①
通
常
の
舗
装
に
比
べ

耐
久
性
が
低
い
こ
と
か
ら
、
道

路
状
況
を
勘
案
す
る

中
で
透
水
性
舗
装
も

視
野
に
入
れ
て
い
く
。

②
道
路
冠
水
対
策
に

つ
い
て
も
し
っ
か
り

対
応
す
る
よ
う
、
要

望
し
て
い
く
。
③
今
年
度
実
施

予
定
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、

浸
水
想
定
区
域
内
を
考
慮
し
た

訓
練
を
検
討
し
て
い
る
。
引
き

続
き
水
害
に
特
化
し
た
防
災
訓

練
等
の
充
実
に
向
け
、
庁
内
連

携
を
図
る
中
で
検
討
を
進
め
る
。

質
問　

地
域
猫
の
保
護
活
動
に

つ
い
て
、
①
地
域
住
民
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
行
政
の
三
者
協
働

の
新
し
い
仕
組
み
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

考
え
は
。
②
助
成
金
の
拡
充
に

つ
い
て
、
考
え
は
。

答
弁　

①
三
者
が
協

力
し
て
い
く
こ
と
は

必
要
と
考
え
る
。
今

後
、
市
と
し
て
で
き

る
こ
と
に
つ
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

意
見
を
聞
き
、
検
討
し
て
い
く
。

②
地
域
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
に

対
し
、
補
助
額
を
令
和
５
年
度

よ
り
８
千
円
に
増
額
し
て
い
る
。

補
助
の
更
な
る
拡
充
に
つ
い
て

は
、
活
動
団
体
等
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
す
る
と
と
も
に
、
今

後
も
協
力
し
て
地
域
猫
活
動
の

普
及
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

質
問　

放
課
後
子
ど
も
教
室
に

つ
い
て
、
雨
天
時
に
は
校
庭
が

利
用
で
き
ず
中
止
と
な
る
こ
と

が
多
い
が
、
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
過
ご
せ
る
居
場
所
と
し
て
、

空
き
教
室
等
を
活
用
で
き
な
い

か
。

答
弁　

雨
天
時
は
、
各
学
校
に

体
育
館
や
空
き
教
室
等
が
使
用

で
き
る
か
確
認
し
、
実
施
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
今
後

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・

立
憲
民
主
党
昭
島
市
議
団 

ゆ
ざ 

ま
さ
子 

議
員

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

昭
島
市
へ

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・

立
憲
民
主
党
昭
島
市
議
団 

八
田 

一
彦  

議
員

住
み
や
す
い
昭
島
に
つ
い
て

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・

立
憲
民
主
党
昭
島
市
議
団 

ひ
え
の 

た
か
ゆ
き 

議
員

子
ど
も
の
安
心
安
全
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団 

三
田 

俊
司  

議
員

昭
島
市
の
熱
中
症
対
策

に
つ
い
て

市民のみなさんが、日頃
考えている意見や要望を誰
でも市議会に提出すること
ができます。
議員の紹介のあるものが
請願、ないものが陳情です。
議会に提出された請願等
（陳情で内容が請願に適合
するものを含む）は、担当
委員会で審査されます。
なお、請願・陳情者の署
名があれば押印は不要です。

請願等の書式（例）

○○○○に関する請願
（紹介議員がないものは陳情）

請願（陳情）の要旨

紹介議員
　　　○○○○印

　　年　月　日
（あて先）昭島市議会議長

請願（陳情）者
　  住所　○○○○
　  氏名　○○○○印
　  電話　○○○○

請 願 ・ 陳 情 の 提 出 方 法



一 般 質 問
（ 要 旨 ）

水のきらめき
（多摩川）

未
設
置
と
な
っ
て
い
る
。
引
き

続
き
財
政
状
況
や
地
域
の
意
見

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
検
証
し

て
い
く
。

質
問　

Ｇ
Ｌ
Ｐ
昭
島
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
①
市
と
開
発

事
業
者
と
の
協
議
に
よ
り
、
当

初
の
計
画
か
ら
変
更

に
な
っ
た
点
は
。
②

諸
課
題
は
。

答
弁　

①
当
初
の
土

地
利
用
計
画
か
ら
、

協
議
を
重
ね
る
中
で

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
一
定
の

理
解
を
得
ら
れ
、
建
物
の
集
約

等
に
よ
っ
て
ま
と
ま
っ
た
緑
空

間
を
確
保
す
る
計
画
に
変
更
さ

れ
た
。
②
周
辺
環
境
へ
の
影
響

や
交
通
課
題
等
が
あ
る
た
め
、

環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
く

手
続
き
の
動
向
を
踏
ま
え
、
関

係
機
関
と
連
携
し
解
決
に
向
け

て
努
め
て
い
く
。

質
問　

市
民
の
利
便
性
の
向
上

に
つ
い
て
、
誰
も
が
使
い
や
す

く
、
恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
デ
ジ

タ
ル
化
の
構
築
を
力
強
く
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
。
①
導
入
予

定
の
「
書
か
な
い
窓
口
」
の
内

容
は
。
②
遺
族
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
お
悔
や
み
窓

口
を
設
置
し
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
手
続
き

が
で
き
る
取
り
組
み

を
進
め
る
考
え
は
。

答
弁　

①
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
等
を
活
用
し
、
ま

ず
は
住
民
異
動
等
の
手
続
き
か

ら
導
入
す
る
。
②
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

場
所
等
の
課
題
も
あ
る
た
め
、

窓
口
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
併
せ
て
市

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で

き
る
窓
口
の
在
り
方
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　

カ
ー
ボ
ン
ハ
ー
フ
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
資

源
化
が
可
能
な
家
庭
用
廃
食
用

油
は
、多
く
の
自
治
体
で
回
収
・

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
常
時
回
収
を
行
い
、
利

活
用
を
図
る
考
え
は
。

答
弁　

今
年
４
月
の
環
境
緑
花

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
回
収
を
実

施
し
た
。
今
後
、
活
用
方
法
等

を
確
認
し
、
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
、

①
多
様
性
に
配
慮
し
た
防
災
対

策
の
観
点
か
ら
、
女
性
が
避
難

所
運
営
等
に
参
画
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
地
域
防
災
会

議
に
お
け
る
女
性
登
用
の
目
標

を
30
％
と
し
て
い
る
が
、
状
況

は
。
②
災
害
時
の
在
宅
避
難
を

想
定
し
、
防
災
用
ト
イ
レ
等
の

備
蓄
を
周
知
・
啓
発
す
る
考
え

は
。
③
防
災
行
政
無
線
の
内
容

を
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
。

答
弁　

①
令
和
６
年
度
は
16.2
％

で
あ
る
が
、
女
性
が

主
体
的
に
参
画
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

②
有
効
な
事
例
の
周

知
・
啓
発
を
図
っ
て

い
く
。
③
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
へ
の
自
動
発
信
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
様
々
な

手
段
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

子
ど
も
の
虐
待
や
貧
困

は
悪
化
し
、
い
じ
め
、
不
登
校
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
が
深

刻
で
あ
る
。
①
子
ど
も
・
若
者

未
来
対
策
推
進
計
画
に
基
づ
き

施
策
を
進
め
て
い
る
が
、
子
ど

も
や
保
護
者
の
声
を
施
策
に
ど

の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く
の
か
。

②
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
基
づ

き
、
子
ど
も
の
権
利
条
例
を
制

定
す
べ
き
。
考
え
は
。

答
弁　

①
子
ど
も
未

来
会
議
を
開
催
す
る

な
ど
、
様
々
な
機
会

を
捉
え
、
子
ど
も
・

若
者
か
ら
の
意
見
を

施
策
へ
反
映
し
て
い
き
た
い
。

②
こ
ど
も
基
本
法
に
お
い
て
地

方
自
治
体
な
ど
の
責
務
が
明
確

に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
の
権
利
条
約
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問　

在
日
米
軍
横
田
基
地
問

い
て
、
周
辺
市
町
基
地
対
策
連

絡
会
で
要
請
し
て
い
る
。
③
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
に
係
る
国
の
対
応
状

況
に
つ
い
て
、
迅
速
か
つ
正
確

な
情
報
提
供
が
さ
れ

る
よ
う
都
と
周
辺
市

町
連
絡
協
議
会
を
基

軸
に
対
応
し
て
い
く
。

質
問　

市
役
所
敷
地

内
の
Ａ
バ
ス
の
停
留

所
は
狭
く
、
危
険
で
あ
る
。
域

外
の
バ
ス
停
側
へ
の
移
動
を
求

め
て
き
た
が
、
考
え
は
。

答
弁　

ル
ー
ト
見
直
し
の
際
に

実
施
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
意
見
な
ど
も
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

市
立
小
中
学
校
ト
イ
レ

洋
式
化
・
乾
式
化
早
期
実
施
計

画
を
新
た
に
策
定
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
具
体
的
な
計
画
は
。

答
弁　

令
和
６
年
度

か
ら
８
年
度
ま
で
に
、

小
中
学
校
の
校
舎
の

洋
式
化
率
95
％
以
上

を
目
標
に
工
事
を
実

施
し
て
い
く
。

質
問　

子
ど
も
の
権
利
侵
害
や

Ｄ
Ｖ
被
害
等
、
様
々
な
課
題
が

山
積
す
る
離
婚
後
の
共
同
親
権

の
導
入
に
あ
た
り
、
①
施
行
ま

で
の
期
間
で
強
化
・
整
備
す
べ

き
体
制
等
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

②
当
事
者
の
た
め
の
相
談
窓
口

を
強
化
す
べ
き
。

答
弁　

①
当
事
者
が
不
利
益
を

被
ら
な
い
よ
う
、
改
正
民
法
の

理
解
を
深
め
全
庁
で
情
報
共
有

を
行
い
、
慎
重
か
つ
丁
寧
な
対

応
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

②
研
修
会
を
開
催
し
て
職
員
の

習
熟
度
を
高
め
、
適
切
な
対
応

が
図
れ
る
よ
う
、
取
り
組
む
。

質
問　

Ｇ
Ｌ
Ｐ
昭
島
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
①
現
場
で
市

民
の
声
を
聞
く
た
め
に
も
、
開

発
地
域
に
係
る
玉
川
上
水
南
側

地
区
地
区
計
画
の
説
明
会
に
、

市
長
や
副
市
長
も
出
席
す
べ
き
。

②
都
議
会
に
お
い
て
意
見
付
採

択
さ
れ
た
陳
情
を
踏
ま
え
、
今

後
の
市
と
し
て
の
対
応
は
。

答
弁　

①
市
長
の
補
助
機
関
と

し
て
担
当
部
職
員
が
出
席
し
て

お
り
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
②
安
全
で
円
滑
な
道
路

交
通
環
境
の
確
保
の
重
要
性
は

市
も
同
様
の
考
え
で
あ
り
、
交

通
管
理
者
で
あ
る
警
視
庁
等
と

連
携
し
、
協
議
・
検
討
を
進
め

る
。

質
問　

市
の
保
有
施

設
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
含
有
泡
消
火
剤
の

有
無
に
つ
い
て
、
総

点
検
を
行
う
よ
う
求

め
た
が
、
実
施
し
た

の
か
。

答
弁　

一
斉
点
検
の
結
果
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
地
下
駐
車

場
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
７
年

度
の
大
規
模
改
修
工
事
と
は
別

に
工
事
を
行
い
、
年
内
に
は
撤

去
が
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

題
に
つ
い
て
、
①
オ
ス
プ
レ
イ

の
墜
落
事
故
の
原
因
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。
国
へ
原
因

究
明
、
対
応
策
を
求
め
る
べ
き
。

②
日
米
友
好
祭
に
伴
う
航
空
機

騒
音
な
ど
、
主
催
者
側
の
安
全

対
策
の
徹
底
を
国
へ
強
く
求
め

る
べ
き
。
③
日
米
地
位
協
定
の

環
境
補
足
協
定
に
基
づ
き
、
基

地
内
の
土
壌
・
水
質
検
査
を
国

へ
求
め
る
べ
き
。
考
え
は
。

答
弁　

①
都
と
周
辺
市
町
連
絡

協
議
会
と
の
連
携
を
基
軸
に
、

詳
細
な
事
故
原
因
を
明
ら
か
に

し
、
安
全
対
策
を
講
じ
る
よ
う

要
請
し
て
い
く
。
②
国
や
米
側

へ
徹
底
し
た
安
全
対
策
等
に
つ

質
問　

宿
泊
助
成
事
業
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

の
被
災
地
で
あ
る
北
陸
４
県
を

対
象
地
域
と
し
て
拡
充
す
る
考

え
は
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
の
事
業
効
果

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
被
災
状
況
や

復
興
状
況
等
を
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

中
学
校
部
活

動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て
、
今
後
の
取
り

組
み
は
。

答
弁　

今
年
度
よ
り
学
識
経
験

者
や
保
護
者
等
を
含
め
た
協
議

会
を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
具
体

的
な
検
討
を
進
め
る
。
学
校
と

地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
生

徒
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
活

動
に
継
続
し
て
親
し
め
る
環
境

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
教
員

が
休
日
の
部
活
動
に
携
わ
る
必

要
の
な
い
環
境
の
構
築
に
向
け

て
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問　

ト
イ
レ
が
未
整
備
の
公

園
に
つ
い
て
、
計
画
的
整
備
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。
富
士

見
公
園
の
ト
イ
レ
設
置
に
つ
い

て
、
見
解
は
。

答
弁　

富
士
見
公
園
に
つ
い
て

は
整
備
当
時
、
地
元
自
治
会
よ

り
防
犯
上
等
の
理
由
か
ら
設
置

不
要
で
あ
る
と
の
要
望
を
受
け
、
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防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業

に
係
る
補
助
事
業
採
択
基
準

等
の
適
切
な
見
直
し
を
求
め

る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

補
助
制
度
の
拡
充
や
航
空

機
騒
音
等
の
軽
減
な
ど
、
基

地
周
辺
整
備
対
策
の
推
進
に

つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

公
明
党
昭
島
市
議
団 

大
島 

ひ
ろ
し 

議
員

互
い
に
支
え
合
い
、

尊
重
し
合
う
ま
ち

公
明
党
昭
島
市
議
団 

松
原 

亜
希
子 

議
員

市
民
の
利
便
性
の
向
上

に
つ
い
て

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団 

佐
藤 

文
子  

議
員

市
施
設
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
含
有
泡
消
火
剤

総
点
検
を
求
め
た
が
、結
果
は
。

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

青
山 

秀
雄  

議
員

子
ど
も
の
権
利
条
例・オ
ス
プ
レ
イ

墜
落・Ａ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

市議会を代表して、正副議長と基地対策特別委員会で、市とともに、横田基
地運用上の安全対策や国による一層の周辺環境への負担軽減策などを求め、７
月11日に、国に要請を行いました。

防衛省へ北関東防衛局へ

横 田 基 地 周 辺 整 備 に 関 す る 要 請

目の不自由な方に、市議会の活動を
よりよく知っていただくため、声の市
議会だより・点字市議会だよりを発行
しています。
ご希望の方は、議会事務局までご連
絡ください。
※ 声の市議会だよりは、デジタル録音図
書であるデイジー版をＣＤにて提供し
ています。

電話 042-544-4476（直通）

ご利用ください

　　声の市議会だより

　　　　点字市議会だより



一 般 質 問
（ 要 旨 ）

輝く夏色
（多摩川のオイカワ）

質
問　

障
害
者
の
自
立
を
促
す

た
め
に
も
、
親
亡
き
後
に
障
害

者
が
自
ら
の
力
で
生
活
が
で
き

る
よ
う
な
場
が
多
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。
①
市
内
に
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
事
業
所
の
設
置
を
。

②
令
和
５
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
地
域
開
拓
促
進

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
活
動
状
況
は
。

答
弁　

①
事
業
者
へ

設
置
を
要
望
し
て
い

る
が
開
設
に
至
っ
て

い
な
い
。
②
職
場
開
拓
や
雇
用

に
関
す
る
企
業
へ
の
助
言
等
を

行
っ
て
お
り
、
６
人
の
新
規
雇

用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
引
き

続
き
新
規
事
業
の
開
拓
や
就
職

後
の
相
談
、
助
言
等
を
実
施
し

障
害
者
雇
用
の
促
進
に
努
め
て

い
く
。

質
問　

昭
島
駅
北
口
周
辺
の
開

発
事
業
に
つ
い
て
、
最
新
の
事

業
者
の
地
区
整
備
計
画
は
、
当

初
と
変
更
点
が
あ
る
。
事
業
者

側
と
協
議
を
行
っ
た
結
果
か
。

答
弁　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
即
し
た
地
区
計
画
の
策

定
に
係
る
理
解
・
協
力
等
を
求

め
、
事
業
者
と
協
議
を
重
ね
て

き
た
結
果
、
現
在
の
計
画
に
至

っ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

質
問　

市
職
員
に
対
す
る
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
間
違

い
な
く
あ
る
と
考
え
る
が
、
対

策
と
取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
研

修
の
実
施
や
庁
舎
内
の
通
話
録

音
を
開
始
し
て
い
る
。
今
後
、

新
た
に
ク
レ
ー
ム
・
不
当
要
求

に
対
す
る
対
応
指
針
も
策
定
し

て
い
き
た
い
。

質
問　

廃
食
用
油
を
再
利
用
す

る
こ
と
で
二
酸
化
炭
素
を
削
減

で
き
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。
廃

食
用
油
を
再
生
さ
せ
る
事
業
所

の
開
拓
が
課
題
だ
が
、

ぜ
ひ
と
も
検
討
す
べ

き
。
考
え
は
。

答
弁　

廃
食
用
油
な

ど
か
ら
精
製
さ
れ
る

バ
イ
オ
燃
料
の
活
用

に
向
け
、
検
討
を
し
て
い
る
。

ま
ず
は
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

廃
食
用
油
の
回
収
方
法
を
含
め

検
討
し
て
い
く
。

質
問　

市
制
施
行
70
周
年
を
契

機
と
し
、
市
の
発
展
に
貢
献
し

て
き
た
人
々
を
顕
彰
す
る
た
め

に
昭
島
市
名
誉
市
民
条
例
を
制

定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
表
彰
制
度
の
取
り
組
み

を
含
め
、
考
え
は
。

答
弁　

市
の
政
治
、
経
済
、
文

化
、
社
会
、
そ
の
他
各
般
に
わ

た
っ
て
市
政
振
興
に
寄
与
し
、

ま
た
市
民
の
模
範
と

な
る
行
為
が
あ
っ
た

方
を
毎
年
度
表
彰
し

て
い
る
。
市
制
施
行

70
周
年
も
一
つ
の
契

機
と
し
、
引
き
続
き

名
誉
市
民
制
度
の
在
り
方
に
つ

い
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
お
け
る
個
別
施
設
計
画

に
つ
い
て
、
①
現
在
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。
②

旧
拝
島
公
園
プ
ー
ル
跡
地
や
旧

拝
島
第
四
小
学
校
跡
地
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。

答
弁　

①
中
長
期
的
な
視
点
で

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
将
来
都
市

像
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
財
政

見
通
し
や
人
口
動
態
等
を
踏
ま

え
、
各
施
設
の
在
り
方
を
見
直

す
べ
く
、
計
画
の
改
定
を
予
定

し
て
い
る
。
②
市
が
保
有
す
る

公
共
施
設
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
現
状
を
調
査
し
た
上
で
、

総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の

解
消
に
つ
い
て
、
①
初
級
・
中

級
・
上
級
と
、
受
講
者
の
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
た
ス
マ
ホ
教
室
を

開
催
し
て
は
。
②
若
者
と
高
齢

者
の
交
流
に
よ
る
ス
マ
ホ
講
習

に
つ
い
て
、
考
え
は
。

答
弁　

①
ニ
ー
ズ
が

多
岐
に
及
ぶ
た
め
、

市
主
催
の
開
催
は
困

難
性
が
あ
る
。
②
大

変
有
意
義
な
取
り
組

み
で
あ
る
と
考
え
、
実
施
方
法

に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
う
と

と
も
に
検
討
を
進
め
る
。
引
き

続
き
国
や
都
、
民
間
事
業
者
と

連
携
す
る
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ド
の
解
消
に
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

ー
ム
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
近
と

な
る
。
利
便
性
や
朝
の
混
雑
状

況
を
考
慮
す
る
と
ホ
ー
ム
の
拡

幅
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解

は
。
②
南
口
西
側
に
は
上
り
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
み
で
下
り
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
な
い
。
設
置

に
つ
い
て
市
民
か
ら

の
要
望
も
多
い
が
、

考
え
は
。

答
弁　

①
駅
の
利
用

実
態
を
注
視
す
る
と

と
も
に
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
八
王
子
支
社
へ

の
要
請
行
動
の
中
で
、
新
た
な

要
望
事
項
と
し
て
追
加
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
く
。
②
今
後

の
東
中
神
駅
周
辺
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
の
進
展
や
、
人
口
増

加
に
伴
う
駅
利
用
者
数
の
動
向

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
視
点
も
含
め
将
来

に
向
け
た
検
討
を
し
て
い
く
。

質
問　

８
０
５
０
問
題
に
つ
い

て
、
①
ひ
き
こ
も
り
の
当
事
者

を
支
援
す
る
た
め
、
早
急
な
実

態
把
握
を
行
う
べ
き
。
実
施
の

予
定
は
。
②
ひ
き
こ

も
り
へ
の
誤
解
や
偏

見
を
解
消
し
、
理
解

促
進
の
た
め
の
広
報

活
動
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

答
弁　

①
昨
年
度
調
査
を
実
施

し
た
が
、
次
期
調
査
の
時
期
や

方
法
等
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

い
く
。
②
既
に
講
座
の
開
催
等

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
近

隣
市
と
の
広
域
連
携
に
よ
る
取

り
組
み
な
ど
、
幅
広
く
検
討
し

て
い
く
。

質
問　
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
、

市
が
模
範
を
示
し
、
積
極
的
な

雇
用
を
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。
①
障
害
者
が
そ
の
能
力

を
発
揮
し
、
職
業
の
安
定
を
図

る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
。
②
他
市
の
事
例
を
参
考
に
、

市
職
員
へ
の
研
修
制
度
を
導
入

す
る
考
え
は
。
③
配
属
部
署
の

管
理
職
や
指
導
を
担
う
職
員
に

対
し
、
人
事
評
価
制
度
を
通
じ

た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
提
供
を

検
討
し
て
は
。

答
弁　

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ク
ジ
ラ
に
地
域
開
拓

促
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、
就
労
支
援
等
を
行
っ
て

い
る
。
②
全
職
員
向
け
の
研
修

を
実
施
し
て
い
る
が
、
新
た
な

研
修
の
導
入
時
に
は
他
自
治
体

の
事
例
を
参
考
に
調
査
・
検
討

し
て
い
く
。
③
特
定
の
職
員
に

大
き
な
負
担
の
か
か
る
組
織
体

制
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
認
識

し
て
お
り
、
提
供
は
考
え
て
い

な
い
。

質
問　

会
計
年
度
任

用
職
員
に
つ
い
て
、

①
現
在
の
雇
用
人
数

は
。
②
単
年
度
契
約

の
た
め
、
給
料
の
増

加
が
見
込
ま
れ
な
い
。

処
遇
改
善
の
観
点
か
ら
賃
金
水

準
の
見
直
し
を
検
討
し
て
は
。

答
弁　

①
令
和
６
年
４
月
時
点

で
792
名
を
雇
用
し
て
い
る
。
②

賃
金
の
引
き
上
げ
傾
向
は
続
い

て
お
り
、
勤
勉
手
当
の
導
入
な

ど
改
善
し
て
い
る
。

質
問　

八
高
線
多
摩
川
列
車
転

覆
事
故
か
ら
80
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
そ
の
教
訓
を
後
世
に

残
す
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

事
故
を
風
化
さ
せ
な
い
取
り
組

み
と
し
て
、
小
学
校
の
副
読
本

へ
の
記
載
や
ア
キ
シ
マ
エ
ン
シ

ス
等
で
の
写
真
等
の

展
示
を
検
討
し
て
は
。

答
弁　

提
言
の
あ
っ

た
取
り
組
み
は
今
後

の
検
討
課
題
と
す
る

が
、
凄
惨
な
事
故
を

決
し
て
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

後
世
に
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

質
問　

小
学
校
の
学
校
司
書
等

の
配
置
に
つ
い
て
、
常
駐
化
す

れ
ば
担
任
の
読
書
指
導
の
負
担

軽
減
に
な
り
、
教
員
の
働
き
方

改
革
に
も
つ
な
が
る
。
さ
ら
に

児
童
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た

き
め
細
か
で
豊
か
な
指
導
が
で

き
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　
学
校
司
書
等
の
配
置
は
、

既
に
配
置
し
て
い
る
司
書
資
格

を
有
す
る
図
書
館
支
援
員
の
在

り
方
を
は
じ
め
、
多
様
な
人
材

の
確
保
策
等
に
つ
い
て
、
教
員

の
働
き
方
改
革
の
視
点
も
踏
ま

え
た
中
で
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

東
中
神
駅
の
課
題
に
つ

い
て
、
①
導
入
予
定
の
青
梅
線

グ
リ
ー
ン
車
の
停
車
位
置
が
ホ

令 和 ５ 年 度 政 務 活 動 費 収 支 報 告   （単位：円）

会　　派　　名 自由民主党 
昭島市議団

公　明　党 
昭島市議団

日本共産党 
昭島市議団

都民ファーストの会・
立憲民主党
昭島市議団

み　ら　い 
ネットワーク 無　　会　　派

会派の議員数 ( 人 ) ６ ５ ３ ３ ２ １ １ １
交　付　額 1,320,000 1,100,000 660,000 660,000 440,000 220,000 220,000 220,000
支　出　額 960,959 1,048,821 573,531 663,325 356,478 226,186 239,715 57,735

（
　
内
　
訳
　
）

調 査 研 究 費 783,651 874,310 187,029 2,142
研 　 修 　 費 4,424 16,800 10,000 214,804 48,350
広 　 報 　 費 549,890 437,599
広 　 聴 　 費 260 147 1,459 481
要請・陳情活動費 7,360 8,694
会 　 議 　 費
資 料 作 成 費 169,688 78,256 12,540 21,897 39,236 83,115 44,284
資 料 購 入 費 82,990 9,642 306,761 9,240 108,250 13,451
人 　 件 　 費
事 務 所 費

返還額 ( 交付額－支出額） 359,041 51,179 86,469 － 83,522 － － 162,265
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公
明
党
昭
島
市
議
団 

吉
野 

智
之  

議
員

昭
島
市
の
表
彰
制
度
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団 

小
林 

こ
う
じ  

議
員

障
が
い
者
支
援
の
取
り
組
み
や

現
状
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団 

木
㟢 

親
一  

議
員

八
高
線
多
摩
川
列
車
転
覆
事
故
か
ら

80
年
を
迎
え
る
こ
と
に
つ
い
て

無

会

派 

な
か
お 

フ
ミ
ヒ
ト  

議
員

８
０
５
０
問
題・障
が
い
者

雇
用
の
積
極
的
な
推
進
に
つ
い
て



アメリカ合衆国が令和
６年５月14日に実施した
臨界前核実験に対し、昭
島市議会は、令和６年５
月20日付けで抗議文を送
付しました。
抗議文の内容は、昭島
市議会ホームページをご
覧ください。

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

公
明
党
昭
島
市
議
団

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・

立
憲
民
主
党
昭
島
市
議
団

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

無

会

派

採

決

の

結

果（6） （4） （3） （3） （2） （1）（1）（1）

地方自治法改正案の見直し
を求める陳情

×５
欠席１ × ○ × ○ × ○ × 不採択

件 名

（  ）内は議員数
 議長は含まれない

会  派  名

市議会では、より身近に議会の活動を知っていただくため、本会
議の映像をインターネットで配信しています。パソコン・スマート
フォンなどからご利用いただけます。
昭島市議会ホームページよりご利用ください。

○ライブ中継
　　本会議の開催中に配信

○録 画 中 継
　　 本会議の各開催日の概ね５日後 

（土・日・祝日を除く）の午後から配信

本 会 議インターネット中 継をご覧ください

抗 議 文

本会議において賛否の分かれたもの　　　○は賛成 ×は反対

インターネット映像配信は
こちらから

あ き し ま 市 議 会 だ よ り 令和６年（２０２４年） ７月３１日　6No.289

質
問　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

に
つ
い
て
、
①
創
業
支
援
プ
ロ

ブ
ラ
ム
は
創
業
を
志
す
市
民
に

と
っ
て
大
変
有
益
な
内
容
が
充

実
し
て
い
る
が
、
小
さ
な
商
店

な
ど
が
中
心
で
あ
り
、
経
済
や

雇
用
へ
の
波
及
が
限
定
的
で
あ

る
。
創
業
支
援
と
は

別
に
、
起
業
と
事
業

の
拡
大
ま
で
を
支
援

す
る
新
た
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
構
築
し
て
は
。

②
起
業
を
志
す
人
々

の
発
掘
に
も
力
を
入
れ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
都
が
実
施

し
て
い
る
小
中
学
校
起
業
家
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
画
が
非

常
に
有
効
だ
が
、
考
え
は
。

答
弁　

①
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
創
業
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
等
と
の

連
携
に
よ
り
、
本
市
の
産
業
特

性
を
踏
ま
え
た
有
効
性
の
あ
る

支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

②
職
業
に
関
す
る
興
味
・
関
心

を
高
め
る
と
と
も
に
、
起
業
を

志
す
心
を
醸
成
す
る
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
及
び
学
校
と
も
連
携
し
、
周

知
・
支
援
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
促
進
・
利
用
の
推
進
に

つ
い
て
、
①
不
安
や
不
信
感
を

払
拭
す
る
た
め
、
個
別
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
作
成
し
市
内

に
配
付
す
る
こ
と
も
有
効
だ
が
、

考
え
は
。
②
総
務
省
の
補
助
金

を
活
用
し
、
各
種
証
明
書
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
の
減
額
を

実
施
す
べ
き
。
③
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
安
全
性
と
併
せ
て
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
メ

リ
ッ
ト
も
分
か
り
や

す
く
広
報
し
、
利
用

推
進
を
図
る
べ
き
。

考
え
は
。

答
弁　

①
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
等
を
発
行
す
る

際
に
は
、
安
全
性
を
分
か
り
や

す
く
記
載
す
る
な
ど
、
折
に
触

れ
創
意
工
夫
し
て
周
知
に
努
め

る
。
②
他
の
交
付
方
法
に
よ
る

受
益
者
負
担
も
考
慮
し
、
全
体

を
見
極
め
検
討
課
題
と
し
て
い

く
。
③
マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
用

性
と
と
も
に
、
機
会
を
捉
え
適

切
な
情
報
の
周
知
に
努
め
て
い

く
。

質
問　

Ｇ
Ｌ
Ｐ
昭
島
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
計
画
地
が
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
「
水
と
緑
を

守
り
育
て
る
ゾ
ー
ン
」
と
位
置

付
け
ら
れ
な
が
ら
準
工
業
地
域

で
あ
る
こ
と
自
体
が
都
市
計
画

法
に
反
し
て
い
る
。
他
自
治
体

で
は
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制
定

し
、
開
発
事
業
か
ら
住
民
の
利

益
を
守
る
仕
組
み
を
構
築
し
て

い
る
。
昭
島
市
の
条

例
・
要
綱
等
に
、
大

規
模
な
土
地
取
引
を

市
が
事
前
に
把
握
し
、

こ
れ
に
対
し
て
市
が

意
見
を
す
る
仕
組
み
、

大
規
模
開
発
事
業
に
つ
い
て
市

民
と
事
業
者
が
利
害
調
整
を
行

う
場
を
市
が
設
定
す
る
仕
組
み
、

両
者
の
間
で
紛
争
等
が
発
生
し

た
場
合
に
市
が
調
停
等
を
行
う

仕
組
み
等
は
あ
る
か
。

答
弁　

条
例
や
要
綱
に
定
め
は

を
作
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

他
市
の
取
り
組
み
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
調
査
・
研

究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

現
行
の
健
康
保
険
証
の

廃
止
後
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

非
保
有
者
に
は
資
格
確
認
書
、

保
有
者
に
は
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
が
交
付
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

非
保
有
者
が
マ
イ
ナ
保
険
証
を

保
有
し
た
場
合
に
は

資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
を
交
付
し
直
す
な

ど
、
現
行
の
保
険
証

で
は
不
要
で
無
駄
な

作
業
が
発
生
す
る
。

市
の
事
務
作
業
で
の
変
化
は
。

答
弁　

当
面
の
間
、
本
来
の
事

務
に
加
え
必
要
と
な
る
事
務
作

業
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

従
前
ど
お
り
安
心
し
て
保
険
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
国
民

健
康
保
険
の
運
営
に
努
め
る
。

な
い
。

質
問　

音
響
式
信
号
機
の
設
置

数
が
多
摩
26
市
の
中
で
も
少
な

い
状
況
だ
が
、
設
置
数
が
多
い

市
に
つ
い
て
は
都
公
安
委
員
会

が
交
通
安
全
特
定
事
業
計
画
を

作
成
し
て
い
る
。
当
該
事
業
計

画
は
、
市
町
村
が
移
動
等
円
滑

化
基
本
構
想
を
作
成
し
た
時
に

作
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
昭
島

市
で
も
早
急
に
当
該
基
本
構
想

一 般 質 問
（ 要 旨 ）

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団 

大
野 

ふ
び
と  

議
員

民
主
主
義
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
施
策
に
つ
い
て
問
う

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団 

安
保　

 

満  

議
員

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援に

つ
い
て

◇
視
察
日　

令
和
６
年
５
月

　

８
日
（
水
）
〜
10
日
（
金
）

◇
視
察
項
目

　
﹇
愛
媛
県
松
山
市
﹈

　

 

切
れ
目
の
な
い
全
世
代
型
防

災
教
育
に
つ
い
て

　
﹇
愛
媛
県
東
温
市
﹈

　

 

自
主
防
災
組
織
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て

　
﹇
高
知
県
高
知
市
﹈

　

 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇

改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◇ 

参
加
者　

10
人
（
委
員
７
・

同
行
職
員
２
・
随
行
職
員
１
）

◇
費
用　

82
万
５
千
972
円

厚
生
文
教
委
員
会

◇ 

視
察
日　

令
和
６
年
５
月

22
日
（
水
）
〜
24
日
（
金
）

◇
視
察
項
目

　
﹇
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
﹈

　

 

天
文
館
図
書
館
管
理
運
営
事

業
に
つ
い
て

　
﹇
鹿
児
島
県
霧
島
市
﹈

　

 

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

　
﹇
鹿
児
島
県
出
水
市
﹈

　

 

屋
根
付
き
市
民
ふ
れ
あ
い
広

場
整
備
事
業
に
つ
い
て

◇ 

参
加
者　

10
人
（
委
員
８
・

同
行
職
員
１
・
随
行
職
員
１
）

◇
費
用　

89
万
１
千
920
円

建
設
環
境
委
員
会

◇ 

視
察
日　

令
和
６
年
５
月

15
日
（
水
）
〜
17
日
（
金
）

◇
視
察
項
目

　
﹇
山
口
県
柳
井
市
﹈

　

 

民
間
企
業
と
の
包
括
連
携
に

よ
る
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
の
大
規

模
設
置
事
業
に
つ
い
て

　
﹇
山
口
県
周
南
市
﹈

　

水
素
利
活
用
計
画
に
つ
い
て

　
﹇
福
岡
県
飯
塚
市
﹈

　

 

資
源
回
収
団
体
奨
励
補
助
金

制
度
・
廃
食
用
油
回
収
事
業

に
つ
い
て

◇  

参
加
者　

８
人
（
委
員
６
・

同
行
職
員
１
・
随
行
職
員
１
）

◇
費
用　

66
万
１
千
640
円

行

政

視

察

報

告

総
務
委
員
会



本会議･委員会･協議会を傍聴することができます。
詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

電話 042-544-4476（直通）
または、昭島市議会ホームページをご覧ください。

ぎ
じ
男　
今
日
、
市
議
会

を
見
に
行
こ
う
と
思
っ
て

い
る
ん
だ
け
ど
、
一
緒
に

ど
う
？

ぎ
じ
子　
も
ち
ろ
ん
、
Ｏ

Ｋ
!

ぎ
じ
男　
わ
ー
い
。
で
も
、

市
役
所
の
何
階
に
行
っ
た

ら
い
い
か
忘
れ
ち
ゃ
っ
た

ん
だ
け
ど
、
覚
え
て
る
？

ぎ
じ
子　
市
役
所
の
４
階

だ
よ
。
そ
こ
に
「
議
場
」

が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
本
会

議
が
開
か
れ
る
ん
だ
よ
。

委
員
会
は
「
会
議
室
402
・

403
」で
開
か
れ
る
み
た
い
。

ぎ
じ
男　
よ
し
、行
こ
う
。

ぎ
じ
子　
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
。
議
会
は
毎
日
開
か
れ

て
は
い
な
く
て
、
３・
６・

９
・
12
月
に
開
か
れ
る
定

例
会
と
、
必
要
な
と
き
に

開
か
れ
る
臨
時
会
が
あ
る

ん
だ
よ
。

ぎ
じ
男　
議
会
の
予
定
は
、

ど
う
し
た
ら
わ
か
る
の
か

な
。

ぎ
じ
子　
こ
れ
か
ら
の
会

議
の
予
定
は
市
議
会
だ
よ

り
や
広
報
あ
き
し
ま
に
載

っ
て
い
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
ア
ッ
プ
さ
れ
た

り
し
て
い
る
よ
。
で
も
、

会
議
の
日
程
っ
て
変
更
に

な
る
こ
と
も
あ
る
み
た
い

だ
か
ら
、
議
会
事
務
局
に

確
認
し
て
か
ら
行
っ
た
ほ

う
が
確
実
だ
ね
。

ぎ
じ
男　
市
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
他
に
ど
ん

秘書や家族などが代理で
出席する場合の結婚祝いや香典

東京都選挙管理委員会　パンフレットより

請 　  負 　  契 　  約

件　　名 市民総合交流拠点施設建設工事（建築工事）請負変更契約

契約内容

契約金額：（変更前）１，０９３，４００，０００円
　　　　　（変更後）１，１０５，６１９，９００円
工　　期：令和５年 12 月 18 日から令和７年８月 29 日まで
請負業者：田中・カトー建設共同企業体

件　　名 市民総合交流拠点施設建設工事（機械設備工事）
請負変更契約

契約内容

契約金額：（変更前）１９２，５００，０００円
　　　　　（変更後）１９６，９４５，１００円
工　　期：令和５年 12 月 18 日から令和７年８月 29 日まで
請負業者：株式会社奥山設備

件　　名 市民総合交流拠点施設建設工事（電気設備工事）
請負変更契約

契約内容

契約金額：（変更前）２５７，４００，０００円
　　　　　（変更後）２６０，５１０，８００円
工　　期：令和６年２月 28 日から令和７年８月 29 日まで
請負業者：中央電設株式会社東京支店

件　　名 昭島市立昭和中学校除湿温度保持機能復旧工事
請負変更契約

契約内容

契約金額：（変更前）４４５，５００，０００円
　　　　　（変更後）４５７，８６１，８００円
工　　期：令和６年２月 28 日から令和７年３月 24 日まで
請負業者：株式会社福島工業所

ぎじ男くんと
ぎじ子さんの
議会 Ｑ＆Ａ

な
こ
と
が
載
っ
て
い
る

の
？

ぎ
じ
子　
定
例
会
の
情
報

や
22
人
の
議
員
の
紹
介
な

ど
が
載
っ
て
い
る
よ
。

（
市
役
所
到
着
）

ぎ
じ
男　
久
し
ぶ
り
の
傍

聴
だ
。
よ
し
、
入
ろ
う
。

ぎ
じ
子　
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
。
傍
聴
の
受
付
が
必
要

だ
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定例会前
開 催 日 開 催 時 間 会 議 名 場 所
 ８月 19日 (月 )

午前９時 30 分
総務委員協議会

会議室402･403

 ８月 20日 ( 火 ) 厚生文教委員協議会
 ８月 21日 ( 水 ) 建設環境委員協議会
 ８月 22日 ( 木 )

特別委員会
 ８月 23日 ( 金 )
 ８月 26日 (月 ) 午前９時 30 分 議会運営委員会

第３回定例会 ＊インターネット中継を実施

開 催 日 開 催 時 間 会 議 名 場 所
 ９月 ２日 ( 月 )

午前９時 30 分

本会議（一般質問）＊

議場
 ９月 ３日 ( 火 ) 本会議（一般質問）＊
 ９月 ４日 ( 水 ) 本会議（一般質問）＊
 ９月 ５日 ( 木 ) 本会議（一般質問・議案上程）＊
 ９月 ９日 ( 月 ) 補正予算審査特別委員会

会議室402･403

 ９月 10 日 ( 火 ) 総務委員会
 ９月 11 日 ( 水 ) 厚生文教委員会
 ９月 12 日 ( 木 ) 建設環境委員会
 ９月 13 日 ( 金 )

特別委員会
 ９月 17 日 ( 火 )

 ９月 19 日 ( 木 )
午前９時 議会運営委員会

午前９時 30 分 本会議（委員会審査報告・採決・
議案上程）＊ 議場

 ９月 24 日 ( 火 )
 ～ 30 日 ( 月 )
（土･日を除く）

午前９時 30 分 決算審査特別委員会
会議室402･403

 10 月 ２日 ( 水 )
午前９時 議会運営委員会
午前９時 30 分 本会議（委員会審査報告・採決）＊ 議場

定例会後
開 催 日 開 催 時 間 会 議 名 場 所
1 0 月中旬 午前９時 30 分 議会運営委員会 会議室402･403

◇�第３回定例会で審査を希望する請願等は、８月20日（火）午後５時までに提出
をお願いします。

傍聴を希望される方は、市役所４階の議会事務局の窓口までお越しください。
日程等、変更になる場合もありますので、事前にお問い合わせください。

議会事務局　電話０４２‐５４４‐４４７６（直通）
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こ れ か ら の 会 議 の 予 定 ８月 〜 1 0 月

今定例会で次の意見書を可決しました。（全文掲載）

ガザ攻撃中止と即時停戦に向けた外交努力を求める意見書

パレスチナ自治区ガザのイスラム組織ハマスとイスラエルの戦闘が
激化し、イスラエルの大規模攻撃により、ガザ地区の人道状況は「子
どもたちの墓場と化し、人々の生き地獄となっている」（ユニセフ）
とも言われる深刻な状況に直面している。

今回のガザ危機の直接の契機は、２０２３年１０月７日のハマスに
よる無差別攻撃にあり、民間人を無差別に殺傷することは、明白な国
際法違反であり、強く非難されなければならない。それに対し、イス
ラエル軍はハマスを壊滅させるという名目のもと、病院、学校、難民
キャンプへも攻撃を行い、多数の民間人や子どもが犠牲となっている。

この間の関係当事者による停戦交渉が行われ、５月６日には、ハマ
スが受け入れを表明する下で、イスラエルは「自国の要求から程遠い」
と、ガザ南部ラファへの新たな攻撃を始めた。

ハマスやイスラエル軍による何の罪もない民間人を害する行為は、
いずれも国際法違反であることは明白であり、人道としても到底容認
されるものではない。

日本政府は、２０２３年１２月１２日の国連総会で、即時の人道的
停戦を求める決議に賛成している。同決議は、ガザ地区での即時の人
道的停戦や、民間人の保護に関する国際法上の義務の順守、すべての
人質の即時かつ無条件の解放などを求めている。

昭島市議会においても、真の恒久平和を実現することは、全世界の
人々の共通の願いである「非核平和都市宣言」に基づき、ガザ地区に
おける早期の平和構築を求めるとともに、いかなる理由があろうとも、
一般市民への攻撃をはじめとする非人道的行為は許されないという強
い意思を表明する。

ガザ地区において早期の平和構築を実現するためには、日本政府と
しても取りうる最大限の努力を尽くす必要がある。

よって、昭島市議会は、日本政府に対し、国際社会と協力して、即
時停戦の実現に向けた働きかけと人道援助、及びパレスチナとイスラ
エル間の平和の実現と相互承認の関係の構築に向けて、積極的に力を
尽くすことを強く求める。

　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。

　令和　６年　７月　２日
昭 島 市 議 会

（提出先）
 内閣総理大臣、外務大臣、衆議院議長、参議院議長

意　　　　見　　　　書

会議録検索システムにより、平成７年
５月から令和６年４月までの本会議会議
録、委員会記録、協議会記録をご覧になれ
ます。パソコン・スマートフォンなどから
ご利用いただけます。
なお、第２回定例会の記録は８月中旬

に掲載する予定です。
昭島市議会ホームページよりご利用く

ださい。

会 議 録 をホ ー ム ペ ージで 閲 覧 で きます

　議員の住所が、次のとおり変更となりました。

八田　一彦　議員
松原町５-１- 25　駅前ロータリービル２階Ｓ＆Ｒ
※連絡先

なかお　フミヒト　議員
緑町４-３- 18 -Ｂ105

お 知 ら せ

会議録検索システムは
こちらから
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